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平成３０年度卒業予定者の１月４日現在、就職決定状

況は、下の表にあるとおりです。決定者１５名で卒業予

定者全体に占める割合は２４．６％です。就職先の地域

では、栗山町が６名と最も多く、以下、岩見沢４名

由仁町２名、南空知１名と、地元の南空知が、大部分を占めています。

産業別では、製造業が８名と約半数を占めています。



現在、日本では就職した中卒の７割、高卒の５割、大卒の３割が、就

職してから３年以内に離職しています。この様な現実がある中、生徒が、

将来、社会的自立、職業的自立を果たすためには、自己理解を深めると

ともに、適切な勤労観、職業観を確立する必要があります。そのために、

本校ではきめ細かく、体系的なキャリア教育を行っています。



毎年２年生の９月に行われるインター

ンシップ（就業体験）。今年度は、北海

道胆振東部地震の直後に予定されてお

り、開催が危ぶまれましたが、地元の企

業様・団体様に御配慮をいただき、無事、

開催できました。生徒達は学校の授業か

らでは得られない貴重な体験をし、望ま

しい勤労観、職業観を大きく育てること

ができました。御協力くださった企業様

・団体様に深く感謝申し上げます。

今回の実習で訪問介護や指定管

理施設の管理の経験をして、やり

がいを感じることができました。

様々な職業に目を向けて可能性を

広く持とうと思いました。

実習地 株式会社日東総業

「狭い視野で物事を見るのでは

なく、広い視野で物事を見ること

が大切」という所長の言葉がとて

もためになりました。広い視野で

今後の進路選択ができるように、

色々な事に挑戦していきたいと思

います。実習地 栗山町ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

元々、子供と関わる仕事は楽なイメ

ージがありました。しかし、実際に体

験してみるとすごく大変で、やりがい

のある仕事だと実感しました。楽そう

な仕事に就きたいと思っていました

が、やりがいのある仕事に就きたいと

思いました。 栗山町支援センター

介護の仕事にさらに興味がわきまし

た。人と関わり、支える仕事がしたい

と改めて感じました。コミュニケーシ

ョンの取り方など、人と関わるうえで

大切なことをたくさん学んだので、社

会に出たときに生かしていきたいと思

います。 くりのさと



本校は、平成２７年度から平成２９年度に

かけて３年間、道教委から「小中高一貫ふる

さとキャリア教育推進事業」指定校として、

「小中高 12年間を見通したキャリア教育の体

系化「くりやま塾」による、ふるさとを大切

に思い、地域の未来を担う人材の育成を目指

して」をテーマに実践をいたしました。事業

は終わりましたが、「くりやま塾」継続です。

「くりやま塾」は、地域にゆかりの方々を講

師としてお呼びし、栗山町の魅力や勤労観・

職業観について講演していただく取組です。

今年度は６月と１２月の２回実施され、１２

月には佐々木町長に御講演いただきました。

栗山高校ホームページも御覧ください。

URL http://www.kuriyama.hokkaido-c.ed.jp/

（検索サイトGoogle、Yahoo等で「栗山高校」と入力すると、すぐに

御覧いただけます。）


